
支 

部 

報 

告

あ
り
が
と
う
シ
ル
ビ
ア
の
会

令和５年度入試 大学別合格者数一覧

　

中
京
支
部
は
愛
知
県
、
三
重
県
、
岐
阜
県
に

居
住
す
る
同
窓
生
で
構
成
し
て
い
ま
す
。
支
部

総
会
を
２
年
に
１
度
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
コ

ロ
ナ
禍
で
２
０
１
９
年
を
最
後
に
開
催
で
き
ず
、

今
年
は
開
催
す
る
予
定
で
し
た
が
予
約
し
て
い

た
キ
ャ
ッ
ス
ル
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
が
突
然
閉
館
と

な
り
、
他
を
探
し
ま
し
た
が
適
当
な
場
所
が
見

つ
か
ら
ず
や
む
な
く
延
期
と
し
ま
し
た
。

　

親
睦
目
的
の
会
は
〝
藤
愛
会
〟
と
名
付
け
、

昨
年
の
11
月
に
旅
行
会
、
10
月
と
11
月
に
ゴ
ル

フ
会
、
12
月
に
忘
年
会
を
し
ま
し
た
。
幹
事
を

中
心
に
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
を
見
な
が
ら
毎
月

定
例
会
を
し
て
お
り
ま
す
。
以
前
は
定
例
会
前

に
有
志
に
よ
る
麻
雀
会
を
し
て
い
ま
し
た
が
コ

ロ
ナ
禍
以
降
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
今
年
は
２
月

に
新
年
会
を
実
施
、
ゴ
ル
フ
会
を
３
月
と
５
月

に
行
い
９
月
、
11
月
に
も
行
う
予
定
で
す
。
７

月
に
納
涼
会
を
行
い
ま
し
た
。
11
月
に
旅
行

会
、
12
月
に
は
忘
年
会
を
行
い
ま
す
の
で
参
加

希
望
の
方
は
外
村
〈
電
０
９
０
（
４
４
４
３
）

５
４
４
６
〉、
又
は
事
務
局
木
村
〈
電
０
９
０

（
７
６
０
０
）
４
３
２
８
〉
ま
で
連
絡
下
さ
い
。

来
年
度
以
降
の
親
睦
活
動
も
今
年
と
ほ
ぼ
同
じ

と
な
る
予
定
で
す
。

外
村  

邦
男
（
35
回
）

中
京
支
部

　

今
年
も
浜
松
支
部
（
藤
遠
会
）
は
恒
例
の
10

月
10
日
の
総
会
は
開
催
い
た
し
ま
せ
ん
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
長
期
間
の
ブ
ラ
ン
ク
に
よ

り
、
支
部
役
員
の
高
齢
化
が
進
み
、
体
制
回
復

を
は
か
る
こ
と
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
の
事
前
協
議
を
す
る
た
め
の
有
志

懇
親
会
を
今
秋
10
月
13
日
（
金
）
に
企
画
、
浜

松
支
部
の
再
構
築
を
し
て
い
く
所
存
で
す
。

大
塚  

義
郎
（
34
回
）

浜
松
支
部

　

藤
枝
支
部
は
藤
枝
大
祭
の
年
に
支
部
総
会

（
３
年
に
１
度
）
を
開
催
し
ま
す
。
今
年
は
大

祭
が
１
年
延
期
で
行
わ
れ
ま
す
が
、
開
催
年
度

で
は
な
い
の
で
計
画
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

今
現
在
、
藤
枝
東
高
１
０
０
周
年
事
業
支
援

の
寄
付
金
を
役
員
一
同
で
、
法
人
、
個
人
に
お

願
い
に
回
っ
て
い
ま
す
。 若

林  

秀
典
（
48
回
）

藤
枝
支
部

　

コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
支

部
総
会
を
、
来
る
２
０
２
３
年
11
月
19
日
（
日
）

に
大
井
神
社
・
宮
美
殿
に
て
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
来
年
の
藤
枝
東
高
１
０
０
周
年
に
向

け
て
活
動
中
の
本
校
同
窓
会
長
に
は
島
田
地
区

か
ら
蓑
川
和
道
氏
が
要
職
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
ご
厚
志
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

鈴
木  

國
近
（
41
回
）

島
田
支
部

　

焼
津
支
部
総
会
は
３
年
に
一
度
、
11
月
23
日

勤
労
感
謝
の
日
開
催
が
慣
習
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

直
近
の
開
催
は
、
２
０
２
２
年
、
ホ
テ
ル
・

ア
ン
ビ
ア
松
風
閣
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
来

賓
と
し
て
佐
野
文
子
校
長
先
生
、
蓑
川
本
部
同

窓
会
長
、
各
務
本
部
副
会
長
、
栗
田
本
部
事

務
局
長
に
ご
出
席
賜
り
、
支
部
内
同
窓
生
52

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
総
会
で
は
、
本
部
報

告
、
会
計
報
告
、
新
支
部
役
員
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
総
会
後
の
懇
親
会
で
は
、
村
上
夢
子
さ

ん
（
70
回
）
の
ピ
ア
ノ
演
奏
に
聴
き
入
り
、
最

後
に
懐
か
し
い
校
歌
、
応
援
歌
を
大
合
唱
し
て

次
回
（
25
年
）
の
再
会
を
誓
い
合
い
お
開
き
と

な
り
ま
し
た
。
今
回
も
ま
た
、
支
部
運
営
に
必

要
な
資
金
と
し
て
３
年
分
会
費
（
協
賛
金
）
を

１
９
３
名
の
同
窓
生
に
協
賛
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
回
支
部
総
会
の
案
内
や
支
部
経
費
等
と
し
て

利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
協
賛
い
た
だ
き

ま
し
た
同
窓
生
の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

倉
嶋  

伸
康
（
36
回
）

焼
津
支
部

　

来
年
に
迫
っ
た
藤
枝
東
高
創
立
１
０
０
周
年

記
念
事
業
に
支
部
と
し
て
如
何
に
対
応
す
る
か

が
当
面
の
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
支
部
役
員

会
を
２
回
開
催
し
ま
し
た
。
２
回
の
役
員
会
を

通
じ
、
支
部
と
し
て
記
念
事
業
に
鋭
意
協
力
す

る
こ
と
が
必
須
で
あ
る
と
の
結
論
に
達
し
ま
し

た
。
具
体
的
活
動
と
し
て
、
支
部
会
員
の
個
別

事
情
に
配
慮
の
う
え
寄
付
金
募
集
に
尽
力
す
る

こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

▽
支
部
役
員
会
開
催
日
時

１
回
目  

２
０
２
３
年
６
月
11
日  

午
前
10
時

２
回
目  　

 

同　

  

年
７
月
23
日  

午
後
１
時
30
分

松
浦  

英
彦
（
33
回
）

榛
南
支
部

【 国 立 大 学 】
大学名 現役 既卒

帯広畜産 1
北海道 2
弘前 1
東北 4
茨城 3
筑波 1
宇都宮 1
群馬 4
埼玉 2
千葉 6
東京 1
東京工業 1 1
東京学芸 2
電気通信 1
横浜国立 2
新潟 1
富山 3
金沢 6 2
福井 2
山梨 4
信州 8 1
静岡 28 2
浜松医科 4
愛知教育 1
名古屋 14 1
名古屋工業 2
滋賀 3
京都 2 1
京都教育 1
大阪 4
大阪教育 1
神戸 2 1
奈良女子 3
和歌山 1
島根 1
岡山 2
広島 8
山口 1
香川 2
高知 3
九州 1
佐賀 1
宮崎 1

計 142 9

【準大学・専門学校等】
大学名 現役 既卒

防衛大学校 1
その他専門学校 3

計 4

【 私 立 大 学 】
大学名 現役 既卒

国際医療福祉 5 1
群馬パース 1
獨協 4
文教 4
神田外語 2
淑徳 1
千葉工業 11
青山学院 14 1
亜細亜 1
北里 4
杏林 3
慶応義塾 3 1
工学院 2
国学院 3
国士舘 3
駒澤 16
実践女子 1
芝浦工業 17 1
順天堂 12 1
上智 4
昭和女子 1
女子栄養 1
白百合女子 1
成蹊 5
成城 5
専修 24
大東文化 7
玉川 6
多摩美術 2
中央 13 2
津田塾 7
帝京 1
東海 8
東京経済 4
東京工科 2
東京造形 1
東京電機 4
東京農業 19
東京理科 14 2
東邦 1
東洋 30 2
二松学舎 1
日本 24 2
日本女子 2
日本女子体育 1
法政 16
星薬科 2
武蔵 2
東京都市 5

大学名 現役 既卒
武蔵野 5
明治 11 4
明治学院 7 1
立教 9 2
立正 2
早稲田 5 1
東京医療保健 2
神奈川 31
神奈川工科 1
鎌倉女子 3
関東学院 4
金沢工業 11 1
岐阜聖徳学園 1
岐阜医療科学 1
静岡理工科 12
聖隷クリスト 6 1
常葉 75
愛知 7
愛知医科 1
愛知学院 3 1
愛知工業 6
大同 1
中京 16
中部 4
豊田工業 1
名古屋外語 3
南山 8
藤田医科 2
名城 25
名古屋学芸 1
鈴鹿医療科学 4
京都外語 2
京都産業 2
京都女子 4 1
同志社 18 1
同志社女子 2
立命館 74 5
龍谷 5
大阪体育 2
関西 7
関西外語 1
近畿 24
摂南 1
関西医療 1
関西学院 10 3
武庫川女子 1
岡山理科 1

計 741 36

【 公 立 大 学 】
大学名 現役 既卒

宮城 1
秋田県立 1
福島県立医科 1
前橋工科 4
高崎経済 6
埼玉県立 1
千葉保健医療 2
東京都立 2 1
横浜市立 4
公立小松 1
福井県立 1
都留文科 1
静岡県立 23

大学名 現役 既卒
静岡文芸 3
愛知県立 1
滋賀県立 1
京都府立 1
大阪公立 1
兵庫県立 3
公立鳥取環境 1
島根県立 1
岡山県立 1
福山市立 1
高知工科 1
福岡女子 1

計 63 2

部
活
動
報
告

報
道
部

藁
科　

亘
之
介
（
３
年
）

２
０
２
３
年
７
月
30
日
～
８
月
１
日

第
47
回
全
国
高
校
総
合
文
化
祭

写
真
部
門
参
加

　

私
は
、「
オ
ー
バ
ー
ド
ラ
イ
ブ
」
と

い
う
写
真
作
品
で
県
の
コ
ン
ク
ー
ル

の
県
知
事
賞
を
受
賞
し
、
静
岡
県
の

代
表
と
し
て
２
０
２
３
か
ご
し
ま
総

文
に
参
加
し
ま
し
た
。
全
国
か
ら
集

ま
っ
た
個
性
豊
か
な
作
品
の
鑑
賞
や

才
気
溢
れ
る
仲
間
た
ち
と
の
交
流
を

通
し
て
、
刺
激
的
な
３
日
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
青
春
を

感
じ
さ
せ
る
高
校
生
ら
し
い
作
品
か

ら
ど
こ
か
不
思
議
な
抽
象
写
真
ま
で
、

発
見
と
驚
き
の
連
続
で
し
た
。
ま
た

講
演
会
や
交
流
会
か
ら
、
相
手
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
最

高
の
瞬
間
を
切
り
取
る
と
い
う
こ
と

の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

報
道
部
・
藁
科
さ
ん
、
総
文
祭
参
加

　
２
０
２
３
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
薄
ら
ぎ
、
多
く
の
部
活
動
の
大
会
が
例
年
通
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
報
道
部
の
藁

科
亘
之
介
さ
ん
は
、
全
国
高
校
総
合
文
化
祭
写
真
部
門
に
県
代
表
と
し
て
参
加
。
３
月
の
中
部
日
本
個
人
・
重
奏
コ
ン
テ
ス

ト
高
校
フ
ル
ー
ト
独
奏
部
門
で
音
楽
部
の
岡
島
未
來
さ
ん
が
金
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
運
動
部
で
は
、
弓
道
部
が
県
高
校
総
体

女
子
団
体
で
４
位
と
な
り
東
海
高
校
総
体
に
出
場
し
ま
し
た
。
陸
上
競
技
の
２
選
手
は
東
海
選
手
権
に
出
場
し
ま
し
た
。

よ
う
頑
張
り
ま
す
。
い
つ
も
私
を
支

え
応
援
し
て
く
れ
た
部
活
の
仲
間
た

ち
や
、
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
先
生

方
、
熱
心
に
ご
指
導
く
だ
さ
っ
た
講

師
の
先
生
方
に
は
、
心
よ
り
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

陸
上
部

松
下　

清
香
（
2
年
）　

２
０
２
３
年
７
月
８・９
日

静
岡
県
陸
上
競
技
選
手
権

女
子
５
０
０
０
㍍
競
歩
７
位

２
０
２
３
年
８
月
26
・
27
日

東
海
陸
上
競
技
選
手
権

女
子
５
０
０
０
㍍
競
歩
12
位

　

け
が
を
し
な
い
よ
う
に
と
食
事

に
気
遣
っ
て
く
れ
た
り
、
た
く
さ
ん

の
愛
を
注
い
で
く
れ
る
両
親
の
存
在
、

辛
い
練
習
で
も
声
を
掛
け
合
っ
て
頑

張
ろ
う
と
思
わ
せ
て
く
れ
る
仲
間
の

存
在
、
未
経
験
者
だ
っ
た
私
に
た
く

さ
ん
の
成
長
の
機
会
を
与
え
て
く
だ

さ
り
、
い
つ
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ

さ
る
先
生
、
私
は
た
く
さ
ん
の
素
敵

な
人
に
恵
ま
れ
て
応
援
の
力
を
頂
き
、

そ
れ
が
私
の
原
動
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

い
つ
も
力
を
頂
い
て
い
る
分
、
東
海

選
手
権
で
は
力
を
与
え
ら
れ
る
よ
う

な
力
強
い
レ
ー
ス
を
し
て
自
己
ベ
ス

ト
更
新
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

富
田　

紗
也
加
（
2
年
）

２
０
２
３
年
７
月
８・９
日

静
岡
県
陸
上
競
技
選
手
権

女
子
５
０
０
０
㍍
８
位

２
０
２
３
年
８
月
26
・
27
日

東
海
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

女
子
５
０
０
０
㍍
17
位

　

私
は
静
岡
県
陸
上
選
手
権
に

５
０
０
０
㍍
で
出
場
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
結
果
は
８
位
入
賞
し

ま
し
た
。
今
回
は
自
ら
先
頭
で
走

る
、
積
極
的
な
レ
ー
ス
が
で
き
ま
し

た
。
し
か
し
レ
ー
ス
後
半
で
ス
ピ
ー

ド
が
落
ち
て
し
ま
い
、
タ
イ
ム
と
し

て
は
悔
し
い
結
果
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
東
海
大
会
で
は
こ
の
気
持

ち
を
バ
ネ
に
、
練
習
の
成
果
を
存
分

に
発
揮
し
満
足
の
い
く
結
果
を
出
し

て
き
ま
す
！

弓
道
部

浅
羽
菜
々
子　
　

松
本　

莉
子

落
合　
　

晴　
　

柴
田　

里
緒

平
田　

花
乃　
　

小
柳
津
美
帆

（
３
年
）

野
村　

柚
月
（
２
年
）

２
０
２
３
年
６
月
10
日

静
岡
県
高
校
総
体  
弓
道
女
子
団
体
４
位

２
０
２
３
年
６
月
17
、
18
日

東
海
高
校
総
体  

弓
道
女
子
団
体
出
場

　

弓
道
部
で
の
２
年
間
は
、
入
部

当
初
想
像
し
て
い
た
よ
り
も
過
酷
で
、

幸
せ
な
時
間
で
し
た
。
今
ま
で
何
度

辞
め
た
い
と
思
っ
た
か
分
か
り
ま
せ

ん
。
ス
ラ
ン
プ
に
陥
っ
た
時
は
自
分

の
射
を
否
定
さ
れ
た
か
の
よ
う
に
思

え
て
本
当
に
辛
か
っ
た
で
す
。
団
体

選
手
に
選
ば
れ
な
か
っ
た
時
は
、
悔

し
く
て
道
場
の
外
で
涙
を
流
し
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
ど
ん

な
時
で
も
、
頼
れ
る
仲
間
が
い
つ
も

隣
で
励
ま
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

弓
道
だ
け
で
は
な
く
、
私
の
学
校
生

活
を
大
い
に
充
実
さ
せ
て
く
れ
た
の

も
弓
道
部
員
た
ち
で
す
。
滝
の
よ
う

に
汗
が
流
れ
る
暑
い
日
も
、
上
着
を

寄
せ
合
っ
た
凍
え
る
日
も
、
み
ん
な

で
弓
を
引
く
こ
と
が
で
き
て
本
当
に

楽
し
か
っ
た
で
す
。
東
高
弓
道
部
へ
の

温
か
い
応
援
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。（
浅
羽
）

た
。
今
後
の
撮
影
で
は
相
手
と
の
交

流
を
通
し
て
、
自
分
に
し
か
撮
れ
な

い
瞬
間
を
カ
メ
ラ
に
収
め
て
い
き
た

い
で
す
。

音
楽
部

岡
島　

未
來
（
2
年
）

２
０
２
２
年
度
中
部
日
本
個
人
・
重
奏

コ
ン
テ
ス
ト　

フ
ル
ー
ト
独
奏　

金
賞

（
２
０
２
３
年
３
月
26
日
）

　

今
回
私
は
、
２
０
２
２
年
度
中
部

日
本
個
人
・
重
奏
コ
ン
テ
ス
ト
、
本

大
会
高
校
個
人
の
部
に
フ
ル
ー
ト
独

奏
で
出
場
し
、
金
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
本
大
会
に
出
場
す
る
に
当
た
っ

て
、
本
番
の
舞
台
か
ら
見
え
る
ホ
ー

ル
の
景
色
の
写
真
を
プ
リ
ン
ト
し
て

壁
に
張
り
、
イ
メ
ー
ジ
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
し
た
り
、
演
奏
中
に
良
い
姿

勢
を
保
て
る
よ
う
に
し
た
り
し
ま
し

た
。
も
し
本
年
度
も
同
じ
形
で
大
会

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
で
あ
れ

ば
、
昨
年
度
の
反
省
を
生
か
し
、
自

分
の
納
得
の
い
く
演
奏
を
し
た
い
で

す
。
ま
た
、
特
別
賞
を
受
賞
で
き
る

　

選
手
た
ち
の
宿
舎
と
し
て
、
38
年
間
、

サ
ッ
カ
ー
部
を
支
え
て
き
た
藤
枝
市
稲

川
の
ホ
テ
ル
シ
ル
ビ
ア
が
７
月
31
日
で

閉
業
。
同
日
、「
あ
り
が
と
う
シ
ル
ビ
ア

の
会
」
が
開
か
れ
た
。
Ｏ
Ｂ
や
現
役
部

員
な
ど
関
係
者
約
50
人
が
集
ま
り
、
経

営
者
の
菊
川
一
夫
・
千
枝
子
夫
妻
と
長

女
の
内
藤
朝
子
さ
ん
に
感
謝
の
思
い
を

伝
え
た
。

　

Ｏ
Ｂ
の
一
人
で
ジ
ュ
ビ
ロ
磐
田
の
山
田

大
記
選
手
は
「
シ
ル
ビ
ア
が
あ
っ
た
か

ら
今
の
僕
た
ち
が
い
る
。
元
気
で
い
て

く
だ
さ
い
」
と
語
り
、
サ
ッ
カ
ー
部
後

援
会
長
の
河
村
正
史
さ
ん
が
感
謝
状
と

背
番
号
「
10
」
の
藤
色
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム

を
贈
っ
た
。
菊
川
さ
ん
夫
妻
は
「
言
葉

に
で
き
な
い
く
ら
い
感
謝
し
て
い
る
」
と

声
を
詰
ま
ら
せ
、
再
会
し
た
Ｏ
Ｂ
た
ち

と
「
会
え
て
う
れ
し
い
。
で
も
、
別
れ

は
寂
し
い
」と
久
々
の
会
話
を
楽
し
ん
だ
。

　

菊
川
さ
ん
夫
妻
は
１
９
８
５
年
か
ら

県
外
や
県
内
で
も
通
学
が
困
難
な
部
員

を
受
け
入
れ
、
こ
れ
ま
で
に
見
守
っ
て

き
た
部
員
は
１
５
８
人
を
数
え
る
。
現

役
部
員
は
同
市
藤
岡
の
新
た
な
宿
舎
に

移
っ
た
。

　

関
東
支
部
で
は
、
２
０
２
１
年
10
月
10
日
に
、

オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
成
功
し
た
の

で
、
昨
年
（
22
年
）
10
月
２
日
に
、
こ
の
方
式

を
採
用
し
て
４
年
ぶ
り
の
懇
親
会
、
そ
し
て
総

会
（
東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
対
面
式
及
び

オ
ン
ラ
イ
ン
の
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
会
議
」）
を

実
施
し
、
好
評
を
得
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
本
年

（
23
年
）
３
月
５
日
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
会

長
の
部
屋
」を
設
け
、シ
リ
ー
ズ「
郷
土
の
誇
り
」

を
開
始
し
ま
し
た
。
現
在
ま
で
に
、
①
相
良
の

「
般
若
寺
」、
②
諏
訪
原
城
跡
、
③
大
井
川
の
橋
：

「
蓬
莱
橋
」「
水
路
橋
」
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
関
東
同
窓
会
の
三
つ
の
指
針
の
一
つ
、「
郷

土
の
Ｐ
Ｒ
」
の
一
環
で
す
。
さ
ら
に
、
８
月
24

日
に
は
、「
地
下
鉄
博
物
館
特
別
ツ
ア
ー
及
び

懇
親
会
」
を
実
施
し
、
20
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

東
京
メ
ト
ロ
の
山
村
義
明
社
長
（
49
回
）
に
も

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
ち
ら
は
、
き
め

細
か
な
同
窓
会
活
動
の
一
環
で
す
。

杉
本  

豊
久
（
40
回
）

関
東
支
部

＊同窓会事務局からのお願い＊

〈同窓会事務局〉	 〒426-8577　藤枝市天王町 1-7-1
	 静岡県立藤枝東高等学校同窓会事務局
	 TEL 054-645-3527　　FAX 054-645-3529
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